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科 目 名

担 当 者

事前、あるい
は並行して学
ぶべき内容

文献リスト

その他履修に
必要な学習

児童館や公園など子どもの施設に足を運んで、実際のこども施設がどのように作
られ、使われている状況などを観察しながら、年齢や都市環境に応じどのように
あるべきかを考察してほしい。

【予備学習ガイド】

子ども環境学特論

仙田　考

「子ども環境学特論」の講義履修に際し、子どもの環境についての関連文献を読
み、理解を深めること。

①仙田満「子どもとあそび」岩波新書 1992年

②仙田満「こどものあそび環境」鹿島出版会 2009年

③仙田満「幼児のための環境デザイン」世界文化社 2003年

④仙田満「環境デザインの方法」彰国社 1998年

⑤仙田満「環境デザインの展開」鹿島出版会 2002年

⑥仙田満「こどもの庭」世界文化社 2015年

⑦森上史朗編著「これからの保育環境づくり」世界文化社 1999年

⑧住宅総合研究財団住教育委員会編著「まちはこどものワンダーランド」風土社

⑨英国教育科学省編 IPA日本支部訳「アウトドアクラスルーム」公害対策技術同
友会 1994年

⑩吉永元孝ほか編「園芸療法のすすめ」創森社 1998年

⑪門脇厚司「子どもの社会力」岩波新書 1999年

20-(2)

副題

前期 単位数 ２単位 配当年次

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

期末

参考文献

杉村伸一郎・坂田陽子　『実験で学ぶ発達心理学』ナカニシヤ出版　2004

渡辺弥生・伊藤順子・杉村伸一郎　『原著で学ぶ社会性の発達』ナカニシヤ出版　2008

山口真美・金沢創編著　『心理学研究法4　　発達』　誠信書房　2011

事前・事後
学習の内容

事前：各回の授業のテーマについて、関連する基礎的な知識を確認し、自分の考えをまとめてお
くこと。また、配布資料や指定の文献等はよく読んでおくこと。発表担当の場合は、資料を準備
すること。
事後：各回の学習内容を整理して、学期末の課題作成の準備につなげること。各自の問いや疑問
点についてはさらに調べるなどして、学びを自ら深めていくことが望ましい。

履修上の注意 履修生の積極的な参加を求める。

テキスト 特に使用せず。

評価方法
及び評価基準

授業内での発表および討議（50%）、課題の提出（50%）に基づいて評価する。

自己認知の発達

道徳性と向社会的行動の発達

問題解決行動の発達

仲間関係の発達

親子関係の発達-養育態度と発達-

食行動の発達

保育者と子どもの関係

振り返りとまとめ

授業に関する
連　絡

本授業は内容に応じて、講義と演習の両形式で行う。
演習は、発表と討議を予定しており、履修生に資料作成の担当を課す。

認知発達-言語発達と社会的認知の発達-

授業の概要

人間の生涯にわたる発達・成長のなかで、人生初期はその基盤となる重要な時期であると考えら
れている。本授業では、主に乳幼児期・児童期の子どもの心理学的発達をテーマとして扱う。
授業では、国内及び海外における研究成果として論文を紹介する。受講者は論文を読み概要をま
とめた上で自分の考察や問題意識とともに発表し、それに基づいて討議を行う。

授業のねらい
・到達目標

・発達心理学の最新の研究成果を学び、子どもの発達や子どもとの関わりについて深く思考し、
子どもに対する多面的な理解を深める。

・子どもの生涯の発達を見通し支えるために、発達心理学の研究成果を実践の場で応用する力を
身につける。

授業の方法・授業計画

ガイダンス

心理学の研究法（実験、観察、調査、事例研究）

研究計画と心理統計

発達の基盤-遺伝と環境

愛着の発達

認知発達-表象の発達と概念の発達-

開 講 期 １・２年次

科 目 名 発達心理学特論

担 当 者 横尾　暁子

21

22

TA137-04.indd   22 2019/03/11   14:03:21


